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言序

ソーダ法によるササのパノレプ化はすでにふるから筆者の試みた・ものである。また戦時

中岩内町に建設されたサナパノレプの工場は， ソーダの欠乏によって閉鎖のやむなぎにいた

ったが，最近北海道開発事業の一環として幌別村にソ{ダ工場が建設されており，ササの

蓄積も利用に充分であり，かつソ{ダ法によるパルプ工場は中小規模で，操業も比較的簡

単である点から容易に建設も可能であるなどを考えると，その基礎的資料を報告しておく

ことはササパルプの発達にたいする今後の参考となる点も多いことと考え，ここにデータ

をとりまとめて報告する。

この研究を行うにさいして紙力試験の便宜を与えられた北日本製紙株式会社江別工場

長曽良中清作氏，研究課長上野佐助氏，次長中村芳雄氏，直接御援助下さった児玉栄一氏

ほか課員の方々に深く感謝する。なお研究費の一部は文部省科学研究費によったことを附

記して謝意を表する。

ザサ利用研究史の概要

ササとくにネマガリダケの稗はふるくから寵など加工用に利用されているほか，垣根・

農業用手柴・スキーのストックなどに多く用いられてきたが，これら理学的利用に関する

研究はほとんど見当らない。一方北海道東部の馬産地ではミヤコザサが放牧馬の飼料とし

てさかんに利用されており iさらに西部のネマガリダケ地帯では化学的利用方面でパノレプ

化がおもに考えられ，工業化も試みられてはきたが，まだ確立するまでには至っていない。

ササは竹にくらべて研究の歴史が浅く，竹にみられるような系統的研究明司納品-5めはな

く文献の紹介も少ない。その主なものはミヤコザサの家畜栄養学的研究として大原40)，4山町

の研究があり，牧野のササに関しては松井・毛利18〉，内田町の研究などがある。また化学

的利用の基礎となる研究では高橋・白浜州，福山汽福山・川瀬41福山・J11瀬・旦中的刈，

米沢mの研究などがある。さらにパルプ化の研究ではその基礎となるものに繊維長，理学

的性賀，化学的性質について福山・川瀬・里中a)，4)，町内的， ソーダ法について福山・里中・

川瀬町，クラブト法について福山リ11瀬・里中川，中性亜硫酸ソ{ダ法について福山・川

瀬・里中川，中性亜硫酸ソーダ法およびソーダ法について農林省林業試験場開の発表があ

る。そのほか温泉利用によるパルプ化に相山町 米沢56〉， 腐化精練によるパノレプ化として

里子原・陳野・松岡札ヨ7〉，木酷液による方法として里子原・陳野・高城跡 野原・安江2fi)の研

究などがある。また稀硫酸によるフノレプラ{ノレの製造に関して福山・川瀬約九13うフノレプラ

ーおよびパルプの製造について福山・川瀬5)，14) 木酷液による蒸解廃液からのフノレプラ{

ノレ製造として野原・安江=めの研究が忘れプルブラ戸ノレおよび特殊繊維の製造に関する
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ものに野原・横山2J)の研究がある。 また炭化方面では空気電池用炭素について三宅・杉

浦向山の研究がある。

I.試料

試料は北海道札幌市郊外定山渓産のネマガリダケで，加工用として 8尺に採取し，市

販されていたものである。これの全重量 137kg (400本)， 1 本平均重量 343g，兎口径 14~

24mm， 平均 18.4mmの大型ナ.サで， これを 3-5cmの長さに切断し， カビの発生を防

ぐため金網にのせて約 1週間ボイラ{上において風乾;伏態まで乾燥させたものをプレスを

用いて 4つ割にし，さらに 1カ月間空中に放置して空中湿度と平衡にしたのち，大型のデ

Vケ{ター中に保存し，水分を測定して試験に供した。

切断の際に生じた鋸屑は 60~100 meshの部分をとって木材分椋法に従って分析した

結果は第 1表のようである。 また繊維の形と大きさを測定した結果は第 2表のようであ

る。なお試料についての詳細なデータ{は別報9)を参照されたい。

第 1袋化経的組成(%)

れ は司ケ中ヰ|ulhデ ~l ごに
2.03 I 7.97 1 10一一:J ω1_29.1~ I羽田

(;;;lzルエ(リクユン

I 2.58 53.18 I 21.71 

第 2表 繊維の形と大きさ

繊維 rl1 μ)

一 ιム. I一一寸 Av.

4 4 13.7 

繊 維 比
繊 議長

Min vh

泊

A

L

 

M
l
 

93.3 

Max. 

3.46 0.26 

II. 蒸解と生成ハルヲoおよび廃液の分析

1. 費 験 方法

オートクレ{ヴは 3e容 2個 (a，b)， 1.5 e容 1個 (c)を用い， 3 e容のものには絶乾量

として 300g， 1.5 e容には 150gの試料を入れた。 蒸解液は市販の化学用純 NaOHを用い

3，4，5%の濃度に調製したもの， 液比は 1:5としたもので， 圧力 5kgjcm2 (153-1570C) 

および 7kgjcm' (165-1680C)の下に， 2及び 4時間の条件で蒸解した。蒸解時の温度と圧

力の経過は附表のようである。オ{トクレーグは放冷した後パノレプを布袋に移した。廃液

はその量を測定するとともに，硝子電極 pHメーターを用いて pHを測定し，全アルカリ

と有効アノレカリを常法的により定量した。
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すなわち全アルカリの定量は試料 2ccを磁製ノレヅポにとり， 1050C乾燥器中に 1夜放

置して蒸発乾酒させたのち，灰化し，熱水を加えアノレカリ化合物を浸出し，この浸出液を

メチノレオレシヂを指示薬として， 1/10NHClを用いて滴定した。 また活性アルカリの定

量は塩化ノミリヲム法，すなわち，試料 10ccを 200cc容三角フラスコにとり，炭酸を含ま

ない水 50ccを加えて加熱し， 煮沸している飽和塩化パリクム溶液 15ccを加え， ゴムの

密栓をして水道水をもって冷却する。これを 100cc容メスプラスコに移し，標線まで水を

加え，漉、過したのち，この滞、液の一定量をとり，プェノールブタレインを指示薬とし， 1/10 

NHClを用いて滴定した。袋中のパノレプは水道水をもって充分に洗い，その 1/4をとって

乾燥しi技量を測定した。パノレプはその組成を常法19)にしたがって分析した。

2. 結 果 と 考 察

A. 1&量

実験の結果を表示すると第 3表のようである。1&量は 3%NaOH， 5 kg/cm2， 157
0

C， 

2 時間の場合が最高で 54.7%，最低は 5~色 NaOH， 7 kg/cm~， 166
0
C， 4時間処理の 36.9%

であった。その聞に蒸煮条件の強弱によって，おおよそ連続的広変化している。薬剤の濃

度，すなわち使用量の影響力'1&量に対し，もっとも著しいことがわかるが，さらにこれを

第 4表のように配列して検討すると， NaOH使用量 15%では，1&量は 50以上 55%で，

時間よりも圧力の影響が大きく， NaOH用量 20%の牧量は 50%以下 42%で両者の影響が

いずれも大きいが， NaOH用量 25%のi技量は 42%以下 37%で， すでに 2時間でもよく

蒸解されているため，両者の影響の小さいことを示している。

第 3表 ソーダパルプの蒸解除件と廃液

添加アルカリ g/lOOgの試料 廃液中の

金 有 効
有効度 温度 極力 時間 J/lc 量

アルカリ

賓験番競 aOH I Na20 I NaOH I Na20 
Na20 g/t 

としてとしてとしてとして
% 円C kg!cm2 hr % 

A24 17.0 13.2 16.1 5 2 54.7 22.2 。
A22 a 17.9 13.9 15.4 11.9 85.6 5 4 54.3 22.3 。
A 13 c 17.5 13.6 15.1 11.7 86.0 165 7 4 51.3 21.4 。
A 19 c 24.3 18.8 21.0 16.3 86.7 155 5 2 47.7 31.1 4.3 

A21 b 23.9 18.5 20.8 16.1 87.0 155 5 4 43.8 29.2 2.9 

A20 b 24.3 18.9 20.8 16.2 85.7 166 7 2 44.4 29.9 2.1 

A 16 a 22.3 17.3 19.6 15.2 87.9 167 7 4 42.0 27.8 。
A 18 c 29.8 23.1 27.1 21.0 90.9 155 5 2 40.6 43.2 9.5 

A15 b 29.5 22.9 27.4 21.3 93.0 153 5 4 41.1 38.6 .8.0 

A 14 c 29.2 22.6 26.5 20.6 91.1 168 7 2 39.6 41.4 5.8 

A17 b 29.9 23.2 26.0 20.2 87.0 166 7 4 36.9 41.3 4.0 
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第 4表 4lt量におよぼす薬品用量，底力，時間の彰響

使 用 量
NaOH濃度 %1

g!100g 1肌 5kgjcm2 1 1660C，向Icm2 1 1560C，向/巴mョ11660C，阿巴m2

8 15 54.7 54.3 51.3 

4 21 47.7 44.4 43.8 42.0 

5 26 40.6 39.6 41.1 36.9 

B.廃液

廃液中の全アノレカリ (Na20)は， 22.0， 29.5， 41.1 g/R-で，原液の 27.2，36.8， 45.0 g/iに

たいし，それぞれ 81%， 80%， 89%となり， 3， 4%の液はノ勺レプに吸蒼されて残ること

の多いことを示している。

また廃液の活性アノレカリ(Na20)は 3%液 (24.1g/のでは Oで，原液の 24.1gjR.を消費

しつくし， 4~色液 (31.4g/i)では， 1670C， 7 kg/cm2， 4時間の条件において Oとなったが，

それよりも綾和な条件においては 2~4g;e を残した。 5% (41.5 g/a)液では， 4~10 g/t?を

残し，ネマガリダケのアノレカリ蒸解において， 5%液の 5倍量，すなわち原料に対し 25%

のNaOH用量は， 従来行った多数の実験からも明らかなように， すでに充分であること

がわかる。

C. 組成

パノレプの性質は第 5表に示した通りである。一般に色調はl肱量の高い程濃厚であるが

廃液中に有効アノレカリの残存しないものは，条件の強いものが，かえって濃い。その組成

は灰分が 0.36~1.11% ， セノレロ{ズは 79~94% で， 通常 90%を越え技量の高いものが

第 5表 ソーダパルプ・の化撃的組成

賞験!救量|廃炉c1)1 品 |灰分」ーとんローズ(%)一一|べントーサ"ン(%1:-1

番披|% | PL??Jfι1竺」土 Is+r暗 ;1竺 (31lj;3l 
A24 ~~.~i ~~':I クラアト色 吋肱~~I ~:刊 7・刊誌叫沼判 21叫 1 凹 8.43

0.631 86.121 72.2.削 13.881 20.171 29.551 26.92' 2.63' 

A13巴射川浪 クラ 7 ト色 1.111四 511同盟991叫 26.711叫 1d a回

! 一明クラアト色 0.941 86.291 77.191 9.101 23お 129.62: 27.30' 2.321 4.36 

A21 b 43.8¥ 明 色 O.制 93.94181.岡 12.411 15.741 28.36' 26.時間 2.76

A20 b 44.41 13.0 クラ 7 ト色 0.41190.071 77.9割 12.141 21.9副 26.89125.03' 1.86' 1.74 

A 16 a 42.01 12.11 グ 0.53'92.261 81.7創 10.501 21.6釧 28.31126.001 2.31! 1.12 

A18 c 40.61 ー|淡桃縄色 0.54191.911 83.911 8.001 21.241 25.291 24.14' 1.ぉ 2.回

A15b411|-l グ 0.421ω.28175.411 14.釘|20.6825.471234m511田

口;311;1::1222Z1122司;;;;1232:;:3
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低い傾向を示している。 ペントーザンは 22~30% で，セノレローズ中のぺシト{ザンは 16

~24% で 20% 余を普通とし， パルプ中のペント{ザシの大部分がセノレローズに含まれて

いる o リグニンは 0.7~10.4%で，緩条件のものほど多い。 原試料からパルプに移行した

これら成分のl攻率を原試料ならびに初めの成分量にたいして見ると第 6表のようである。

灰

第 6表 ソーダパノレプ各成分のl抵試料に罰する割合

ベントーザン リクマニン

主主験者F波

原試料

A24 

A22 a 

A 13巴

A 19 c 

A21b 

A20b 

A 16 a 

A 18 c 

A 15b 

A14巴

A17b 

セノレローヌご

%J計百干
2.03 

0.54 

0.34 

0.57 

0.44 

0.21 

0.18 

0.22 

0.~2 

0.17 

0.34 

0.13 
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1
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1

ょ

噌

E
A 100 

92 

92 

76 

77 

77 

75 

44.49 

39.23 

33.61 

36.82 

35.71 

34.60 

% I比率 94|比率

21.71 100 

4.61 I 21 

5.62 I 26 

4.97 I 23 

2.08 I 10 

1.21 I 6 

0.77 I 4 
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36 0.77 

灰分は原試料の 0.13~0.57 r;，色， !天分の 6~28% が移行し， 94~72% が除去されている。

セノレロ{ズの牧量は，34~49 r;，色で，その 64~92% が移行し，またベント{ザシは 8.2~

16.1%で， 28~55% が移行している。 リグニンは最もよく溶出されて， 0.3~5.6% が残存

し，原試料中のリグニンの 99~74% が除去された。

III.紙力試験

上記のようにして得たパルプから，収量を基準として第7表の 4段階をえらび，手漉

により紙葉を調製し，抗張力，破裂度，引裂度，耐折度の諸強度の試験を行った。

主主験番競

AA (A24) 54.7 15 5 2 89.0 22.3 8.4 

-i¥B (A 13巴) 51.3 15 7 4 78.5 26.7 9.7 

AC (A20 b) 44.4 20 7 2 90.1 26.9 1.7 

AD (A 17b) 36.9 25 T 4 92.1 22.3 0.7 
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1. 試 験 方法

含混パノレプをプラットスクリー Yの8カットにかけて， 出てきたパルプを 60メッ V

ュのワイヤーでうけ，その絶乾 300g相当量を壬研式lOe容ラパス型試験ビーターに 3%

濃度を基準としてとり，叩解を行った。 flp解しながら 30分，または 1時間おきに，ビー

ターの中から試料をすくいとに 布につつんで含水率約 70%に手絞りをし，その 10gず

つをとって 1つはグリーシ式カナデア γ

スタンダ{ド・フリーネステスターを用い

て潟水度を測定し 1つは水分測定用に，

4つは手瀧器を用いて強度試験用の紙葉を

漉いた。紙葉は油圧プレスで 4kg/cm~. 10 

分間処理後， 電気乾燥器で 20分間乾燥し，

4枚の紙葉のうちから均質なもの 2枚をえ

らび，第 1図のように切断して強度試験用

の紙片を調製し， 1夜，室温 200C，湿度 70

%の恒温恒混室内において水分を平衡に達

4 

4 

8 

6 

s 

6 

r. b 

6 6 〕
第 1画 試験片の採取

せさせ，厚さ・米坪を測定後，強度試験を行った。使用器械，試験枚数ならびに試験回数

はつぎの通りである。

1.厚 さ オートマチック・マイクロメ{ター (ν ヨッパ~) 2枚 5回/枚

2. 米坪 普通化学天秤 2枚

3. 破裂度 電動式ミ A レシ型破裂度試験器 f島津製 2枚 4回/枚

4. 引裂度 エノレメンドノレブ型!引裂度試験器(島津製) 4枚兄回/2枚

5. 抗張力 抗張力試験器(乙/ヨッパー 8枚 1回/枚

6. 耐折度 耐折度試験器 (vヨyパー 8枚 1回/枚

常法により米坪を用いて，緊度，比破裂度，比引裂度，裂断長を算出した。

2. 結果と考察

紙力試験の結果は第 8 表および第 2~5 図のようである。 試験時のフリーネスは 740

~520cc であり，各強度ともフリーネスの低下につれて次第に増大する。すなわち裂断長

は 0.64kmから 4.47kmに，比破裂度は 0.53から 2.29に，耐折度は O回から 39固に，比

引裂度は 52から 142に増大する。 同じフリーネスの場合，蒸解の進んだものの方が強く

なっている。なお，ソーダーパノレプの強度はフリーネスの高い方のみの試験であったため，

比引裂度はまだピークには達していないと忠、われる。
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第 8表 ソーダパルプの紙力試験

試料番競 |ワ!三二百量|雨戸度 1 ~k~~ l J:t~~& (蒸解除件)

741 76.7 0.64 0.53 52 。
AA 705 69.0 17.3 I 0.40 1.26 0.77 57 。

(!i時魅叫間力H 25Mhk宮T/cm2/) 1 

669 74.1 17.8 i 0.42 2.11 0.94 68 1 
54.7 

617 88.1 193 0.46 2.35 1.11 67 2 

592 77.6 17.0 0.46 2.45 1.26 85 4 

567 75.1 i 16.4 0.46 2.81 1.28 77 5 

740 I 82.2 I 21.0 0.42 I 1.04 I 0・57 I 53 0 

AB I 663 I 81.0 I 18.5 0.44 I 1.83 I 0.83 70 I 1 

NaOBr1，5L944 1 62566.015.10442.261.07752 

(摩時 間力 4ahqricmヨ〆) I 51.3 蹴 69.9 I 15.0 I 0.47 I 2釘 1.24 I 77 I 4 

576 I 65.0 ! 13.7 0.48 I 2.58 ! 1.34 I 97 I 4 

723 I 68.8 1 15.8 I 0.44 1 1.92 1 0.79 I 66 1 1 

AC I 660 I 65.2 I 12.9 I 0.51 I 2.74 I 1.20 I 85 I 2 

NaOH 20% ¥ I AA A I 625 I 69.2 I 12.9 I 0.54 2.92 I 1.36 I 83 5 

(底時 力間 72似hk冨r/cm2)/1 必 4 I 563 I 66.7 I 12.1 I 0.55 I 3.44 I 1.53 I 97 7 

547 I 62.9 I 11.9 I 0.53 I 3.50 1 1.59 I 86 I 10 

52367.6 I 11.6 I 059 I 3S7 I 1.79 I10  

720 I 65.1 I 12.9 I 0.50 I 1.74 I 0.80 72 I 1 

AD 65 36 21 H010573301135935  

~aO~ ~~.~~_. ¥ I 36.9 I 614 :!.~ 10.9 0.59 :.~:: ~.~~ ~!~ 11 
(l時霊 力間 4ah岨rICm2/)1 369 574 68.5 10.2 0.63 4.15 1.68 125 17 

3守 5~
時
長

3 

2 
ぜ/-

535 72.4 11・3 I 0邸 3.83 I 2・01 1詔 26

I 520172.3l11.3 I o.64 I 4.4，7 I 2.29 142 I 39 

ti: 25 

足農

製

壇 Z 

.0:.ー・，・F M --4hpC 

.・'誕-也"宮「ー

.:t'一....一.-a 44.F J F咽

1.5 

白5

• 
~~ 
f 
J 

ワ50 ゲ00 650 600 550 500 ヴ'50 700 b50 bOO 55，ひ 500

71J-本7:cc 7'1-:!;7:cc 

第 2画 ソーダパノレフ。の抗張力 第 3圃 ソ戸ダパノレ 7
0

の 破裂強度



329 

n

u

n

U

 

4

3

 

副
聞
正
明
修
戊
岡
山
V

/ 

_.....〆/
-/ 

dd13JL・-"~

/イ)島FZよ長f
ヴ5FEむ--=fF-:.印て00 問問

f

4

2

 

/

S

F

/

L

J
。

叩

j

J

ム

/

/

コ

/

一

ω

.

J

r

a

/

ず
/
。

/

/

/

/

幻

/
ツ
/
/
一
配

|
ト
三
一

m

m

m

何

mw

比
円
引
裂
書

711-~ÄCC 

第 4圃 ソーダパノレプの耐折強度 第 5圃 ソーダパル 7・の引裂強度

結 言

ソーダ法によるパノレプは製紙用を目的として蒸解したので， 収量も 37~55% と比較

的低い値がえられている。主L~カ試験は上記収量の中に等間隔に段階をえらんで行ったが，

蒸解の進んだものほど強度が高く，クラフトパルプの場合川とことなっている。従ってこ

の方法によって強度の高いパノレプを得るためには，相当の低収量の条件が考えられるから

木材パノレプと比較して劣るものである。しかし充分蒸解されたパノレプは漂白が容易であっ

て，紙も雅致のある特殊なものができる。ソーダパルプの試験は， クラブトパノレプの試験

などを行う上に，一つの基準を見出すことに役立つているが，試験の結果から考えられる

ことは，収量やパノレプの性質の上から，ササパノレプの製造方法としてはクラフト法か，セ

ミケミカJレ法がむしろ適当であるということである。

摘要

札幌市郊外定山渓産のネマガリダケを用い， ソーダ法による蒸解を行い，できたパノレ

プの分析と紙力試験を行い，さらに廃液の分析を行った。

1. 蒸解条件はつぎのようである。 NaOHの3，4，5%濃度のものを用い， 液比を

1:5とし，圧力 5，または 7kgJcm2で，2または 4時間蒸解した。

，2. 収量は 54.7~36.9% で， NaOH用量の影響が温度，圧力，時間などにくらべても

っとも著しい。

3. 魔液の活性アノレカリは，薬品用量 15%の場合，全部消費しつくされ， 20%の場

合は 7kgJcm2，4時間の条件では Oとなったが，それよりも緩和な条件では 2-4g!eを残

した。 25%の場合は 4-10g/æ を残し，ネマガリの蒸解には 25~告の NaOH 用量はすでに

充分なことを示した。
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4. 組成についてみると， 灰分は1.1-0.4%，セノレローズは 79-94~色で通常 90% を

越えている。ぺントーザンは 22-30%で， パノレプ中のペシトーザシの大部分はセノレロー

ズ中に含まれている。 リグニシは 10.4-0.7%で緩条件のものほど多い。

5. 紙力試験はパルプ収量 55，51， 44， 37%のものについて行った。 試験時のフリ

ーネスは 740-520ccであり，各強度ともフリーネスの低下につれて次第に増大する。 同

じプリ{ネスの場合，蒸解の進んだものの方が高い強度を示している。
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附表蒸解時の温度と庄力の経過

賞 11'ir到 iJlIJ
|〕| 鰹遁時間 | 

験|告主主l 定 |一一←一一一← | 

霊長官 官 1お1151301必 1~ 1路 1301必 1~ 1ぉ 130I 必 1~ I 15130 1必 IO 1考

証 戸Z両州id…1661何1叶1岱吋吋 ILmlm…
~ila ，:ti陵カkgfcm2 7. 6.9 7 7 7 6.8 7 7 7.1 7.1 6判 777  777  

A: 温度グ:164' 164' 164: 1回1筋 1邸 1回 16411倒 1侃 1倒1164!1631641641臼 163，
， 72 ------， ---------. 

13b. 麿カグ| 7; 7! 7. 6.9 7 76.8 7 7 777  7， 7 7 7 7 

i 1~AI 1~ J::: i 1t::'7' 1t!J::: 1t::.r.:.' 1l!'7 1a.r.:.: A 温度グ 11641651671163165167165166』 16416611651166164i1651641651164
m 7 2 1 | l l  
ci 医カグ 7，6.8 7.1' 6.8 7 7.1¥ 7 7.167 7 717.1. 6.91 7 7 7. 7 

A ; rm 温度グ;同 165
1問削 1661白問問問

: 70 . 
14a 医カグ 7! 7 7. 7 6.8 6.9 7 7 7 

企，温度ゲ 1163
1
165' 1641 163' 164' 1651 164

1 
1641 1641 

品 70底力 UTI T2J 469J TJ T1J 4 7l T1I I I I I 

A 1 ~^ 1温度川吋叫 168'叫 1回lld叫問問 I I 1-- 1 : I .-r~ 
170 1 

14巴魅力グ i 引 71 7; 7.11 7: 71 71 71 6.71 |I~'!/J " I 11 IJ 1] ..~; 11 11 11 11 v"1 

A I~. 1温度グ， 157i 158
1明白7-lml-imml四日41同 156!158 156115711571 

1 5171111|l | ! | | l  
al 医カグ 51 4.9' 4.5'. 5 -' 5.1 '4.9 5.1 5， 4.7 5.1 5' 5.3 51 5'， 5 ---- -- -1 -1 

A "..，1陣温度 グ|均問叫 1昭l
路151防四2 一寸|悶 一「|路153153田8m11邸5邸5捌問l白凶4路151邸問

1刊山|陣摩カグ 5 5可 5 4.9 5 -' 5・2 5.1 5.1 5.!' 5.4 4.9， 5 4.9 5 51 

A i i温度ゲ lut1吋悶 160156 1571-，叫路51ml156158mm3158158
日c 65 

'''''-+1 "，，' "1 ""， AO "1' _1 Aol Aol 摩力ゲ
i

5 5 5・15.5'4.9 _1 5.1' -1， 4.81 4.91 5 5 5・1 5， 4.5 5.21日|

A ! 
85
温度グ 1白1681回1671671 168， 1回1661白1白 1661m mllm1筋 166165 

16a 底力ゲ 71 71 7 1 7 7 77  7， 6.91 7 6.91 71 7 6.8 6.8 6.8 

A 82
温度グ|叫郎町 1641M168叫叫叫時間 165問問問問吋

1九嘩カゲ 7 7.2 72 7 7. 6.87 71 7) 7.1
1 
7.1 7.1 7 7 7.1 7.11 7.1 

A ' ~~温度グ i 1問問 168168 167 1何1回|問問 1m1691168mmm166E1回
75 16c 医カグ 7:6.8' 7 7， 7 引 7. 7 6.9， 71 7.3 7.1 6ら.8 7 7 6.9， 7.1 

l '1 ':引 '1 ・ '1・.-.-1 

A ""温度グ同 1ω

，
16911同町叫問吋同時間問問問 1田町間

以山底力グ 7 7817可69JToi6669169i TiTj h 7: 7 7 7'1 7 7， 

Alωi温度グ immIdm-!-!同町ば協同町 1何166166 166 166堵
1
刊お直カグ ;TJTZ21 7i-|-iZ117iZ217117177 717izal 

A 温度グ 1
I
1671 1671 168) 16811671 1671166

1 
1回1悶166

1
166

1 
167. 166 1関 166166

1 
1何

品
i~カグ

i itqT11  Tl T11 71i T1J681 17l M71 71 T77i  



334 

室主 i所到自j

験日選定 i一 戸週一時間 一|備
呑 戸時 項 |時~ 1." 1 ."， 1 ." 1 ~ 1 ." 1 "1> 1 ." 1 ~ 1 .. ， 1 ."， 1 ." 1 ~ I ." 1 nn 1 ." 1 ~. 1考披 歴 問 目川0115130145¥0115¥30¥45¥ 0 ¥15¥30¥45¥ 0 ¥15¥30¥45¥ 0¥ 

Ala-:温度。c 邸時7157， 157即時四日5

1何筋 l摩力kg/cm451 5 51 551 51尽11 5481 1 

A J 度一両5吋叫 1日向日51叫155i il  

mb F土ど二 55' 5ωi5!5115155.1 

111111i|  
丘l53:温度グ|崎町民7iIお1m|別!日6i吟叫 I : I 
i国巴 底力グ， 5.2' 5.1 5.21 5' 5.1 4.9 5.2 4.9: 5! 

A ["，，.，瓦71if「-11571ムム7
1
158

1即日1 1 5 7 J I l l i
19a刷魅力 Mi g-1 51 51 5 5 51 5 5l l i i | | 

VI ~j ~I l 

A 由一九551一一一一同一日目5~ 卜寸
! 60 .' 

叫医カグ |51-148i515E|5j5iFIl l |  

AI 温度
160 

19ci 
l底力

ゲ im1-iml1吋回
l同叫 156吋 I \'~i-

グ :5i-i4951i5J叫 4.9
，
5.1] 5; I I 

A '..n'温度グ
: 110' 20alUV  

i医カグ l卜月
1即吋切可:… --1 . 

7 71 6.9， 6.9， 7.1， 7. 7 71 7 

A: 温度
! 110 

20b| 医カ

グ川661句1出1何1印1閲 166;166' 166 

グ ;717477.1177169717ll||l|

A' 温度
，112 

20c' 底力

グ;川町 1回同 1691回 166169; 167; 

グ 7:
6.8! 7i 7.1日 769J7217J!l lll  l 

A 温度
78 ; 

21a 摩力

グ i1日|1571mlmmm81mlMMM156m!日8!156 157，岡崎8'
ー

グ l5i55!叫 51id4914.9'4.9 5' 4849154.9勾 515J

A 迫温度 グ 附 1邸 邸邸問56|時邸5凶 1白54路凶4防悶3路捌4邸邸悶5:1551 15防5路邸悶5'路捌凶44i白邸34;叫路
75 ' 

._-， ... ---[ --l ---1 
拙 座力グ |5 5.1 5. 52 4.ω9

“
ωl制 4.8 4.9兄;555i514ω9虫4.8民4割 5片i 

A 
Ul7布5

温度 グ 1156お7lmlm1571吋間 同
l
同 157158 153 156: 155同町間

2九 l
底力グ 5 5 5 5.1 51 4.9 5.1 5149151153146149149151i 5l f 

A 温度 グ iお9157 一!日6157 157 156 一日61民 間l
お7157 157 157: 156 157 

83 22a 底力 グ 5. 5， 
-'  4.9 5 5: 5 5: 4.81 5， 5; 5 5 5 5; 5: ~I ~I "-1 Vj~i 

A 加温度グ
I
157

j 

154 一回路5154156: 一|叫 1明154'同|叫お4155 154日5
22b 山

l膝力グ 5.5' 5_.i 5 5.2 55.2! -1 5! 5.11 5¥ 5 5i 5 5.11 4.9' ~.1! 

A lJ
度グ ii541昭一 民4151 152i 154 一11~~1 白山4! 151

' 
153叩501mJml

22c: <.>v 

1摩カグ| 5 51 15249 552 14952I5.2 55.249149525.2 |し u..w'・
1

・..."・!L



時iik雨戸ム!日151801h-白人ムI~ I o 

ムlatikJLltffffヶ:ケ115Jilj l l l 
ム|卜57は;i ;川日九l「!路て;[円!ぺmおでづr叩;1行判i医剤:到士1fh路で叩;
ム4朴仲663邸引8H[P;: ;バγ[円路;if白;1明廿れ:古司寸rれ:1r「穴[卜円乃1路て5う竹:

部5



336 

Summary 

“Sasa" which grew in Jozankei， a suburb of Sapporo， was digested with caustic 

soda. The chemical composition and strength of obtained pulp were studied. The 

waste liquor was also analysed. 
1. The conditions of digestion were as fo11ows: 

Concentration of caustic soda， % ・・・……・・・ 3，4，5 

Ratio of sample to liquor ………………… 1:5 
Pressure kg/cm2・……….0.0・a・..γ・・…… 5or 7 

Cooking time hr ・・・・・・……………………… 2 or 4 
2. The yield of pulp varies 36.9 to 54.7%; the influence of caustic soda used is 

more obvious than that of temperature， pressure or cooking time. 
3. When the chemicals are 15%， active alkali in waste liquor is completely con-

sumed; but when 25%， active alkali is left. 
4. As for the chemical composition， ash varies 0.4 to 1.1%， ce11ulose 79 to 94% 

usua11y exceeding 90%. Pentosan varies 22 to 30% almost a11 of it in the pulp 
being contained in the ce11ulose. Lignin varies 0.7 to 10.4%. 

5. Strength test was made on the pulps whose yields were 55， 51， 44 and 37% 
respectively. Freeness at the test varies 740 to 520 cc and every strength in-
creases with the reduction of freeness. In the case of same freeness， the lower 
the yield， the higher the strength. 


